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● ぶら・土木 ●
「つながる、伝える、育てる、育つ」をキーワードに、若手土木技術者の交流と技術力の向上を目的として活動する土木学会関西支部の分会

（ブランチ）です。 ①関西での若手土木技術者のネットワークを作ること、②土木技術の現状を学ぶこと、③若手技術者の能力向上に必要なこと
を学ぶこと、④土木工学を学ぶ学生への必要な支援体制を作ることを4つの柱として、ぶら～っと土木の新発見を重ねていこうと企画中です。

土木学会関西支部 どぼくの新発見！ ぶら・土木38th

未来につなぐ信頼の道 “新名神高速道路のいま”

～２層アーチ形式採用の天神川橋～

主催：公益社団法人土木学会関西支部
協力：西日本高速道路株式会社

鹿島建設株式会社

内 容：新名神高速道路事業に関する工事を学び、体験します。

定 員：20名（先着順）

参加条件：40歳以下の土木技術者または土木を専攻する学生

参 加 費：無料 (集合場所までの交通費などは参加者様のご負担となります)

集合場所：JR石山駅改札前 ※13時05分に出発します

見学場所：新名神高速道路 田上枝工事

申込方法：土木学会関西支部の下記URLからお申込みください。

https://www.jsce-kansai.net/?p=5496 (QRコードからもアクセス可)

服 装：汚れても良い動きやすい服装・スニーカー

※スカートやショートパンツ、ヒールの高い靴やサンダルは不可/

ヘルメットは現場にて用意します

注意事項：見学現場内での飲食及び画像撮影・動画のSNSによる発信は禁止されています。

問合せ先：公益社団法人土木学会関西支部 TEL：06-6271-6686

開催日：２０２3年10月13日(金)
13:00～17:10（12:45受付開始）





 

 

 

認定番号：JSCE23-1082、CPD単位：1.7 

主催：公益社団法人土木学会関西支部 

共催：道路インフラの健全性評価につながる高度なモニタリング技術研究会 

一般財団法人災害科学研究所 

 

高度経済成長期以降に整備した道路インフラの急速な老朽化が大きな社会問題となっており、橋梁において

も例外ではなく劣化による損傷が顕在化してきている。このような状況のもと、従来の近接目視点検や打音点

検に対して、合理的・経済的、かつ、信頼性の高い維持管理に向けて、センサー技術や通信技術を活用したモ

ニタリング技術の利用について研究・議論されてきた。その一方、ユーザからのモニタリング技術への過剰な

期待感もあり、実用化までには至っていないとの認識が広がっている。 

本研究会では、技術者不足や厳しい財政状況などから、道路インフラのモニタリング技術の活用促進を図る

べく、現在の外観目視点検と、様々なセンサーを利用したモニタリングの違いに着目した活動を行った。特に

道路橋の機能のうち“耐荷性能”に着目し、耐荷性能と健全性の関係を明らかにするとともに、その低下を定

量的に把握するための計測および評価技術を実験的に検証することとした。ここでの耐荷性能とは、橋として

の荷重を支持する能力のことをいい、モニタリングによる評価時点で、橋梁利用者が安全に通行できる状態の

程度を定量化することを目的としている。 

このたび、その成果を踏まえ、下記の要領で講習会を開催し、研究成果をご報告申し上げたいと存じます。

奮ってご参加下さいますようご案内いたします。 

 

● 日  時：2023 年 10 月 27 日（金）15:00～17:00 (開場 14:30) 

 

● 会  場：新ダイビル 4 階 会議室 1  〒530-0004 大阪市北区堂島浜 1-2-1 

京阪中之島線「大江橋駅」 徒歩 2分 

地下鉄御堂筋線・京阪本線「淀屋橋駅」 徒歩 5分 

JR 東西線「北新地駅」  徒歩 5分 

JR「大阪駅」 徒歩 10 分 

 

● 定  員：150 名 (先着順) 

 

● 参 加 費：無 料 

 

● 申込方法：土木学会関西支部ホームページからお申し込みください。 

 URL  https://www.jsce-kansai.net/?p=5464 土木学会関西  
 

※ メールアドレスの入力漏れ、入力ミスがないようくれぐれもご注意ください。 

 

● 申込締切：2023 年 10 月 11 日（水） ※定員に達し次第申込を締め切ります。 

 定員に余裕がある場合は締切後も引き続き申込を受け付けます。 

 

● 資  料：資料は、申込完了時に届くメールに記載の URL からダウンロードしご持参ください。 

 （10 月中旬に掲載予定です） 

 

● 問 合 先：土木学会関西支部「道路インフラ報告会」係 

 〒541-0055 大阪市中央区船場中央 2-1-4-409 Tel：06-6271-6686  

道路インフラの健全性評価につながる高度なモニタリング技術研究報告会 



 

● プログラム (敬称略) 

道路インフラの健全性評価につながる高度なモニタリング技術研究報告会  

 司会：研究会幹事 馬場 恵（協和設計㈱） 

 

 

 

15：00－15：10（10 分） 開会の挨拶    委員長 河田 直樹（西日本高速道路エンジニアリング関西㈱） 

研究概要報告 

 

 

15：10－15：40（30 分） 橋梁の点検およびモニタリング技術 

 

１．橋梁の点検・モニタリング技術の現状              ㈱ニチゾウテック 服部 洋 

 

２．モニタリング技術の課題、期待、展望                 京都大学 高瀬 和男 

 

３．橋梁モニタリングデータを利用した診断技術             立命館大学 野村 泰稔 

 

 

15：40－16：10（30 分） 供試体実験によるモニタリング技術の検証 

 

１．供試体実験の概要            西日本高速道路エンジニアリング関西㈱ 河田 直樹 

 

２．振動モニタリングによる橋梁診断                   京都大学 河邊 大剛 

 

３．点検・耐荷性能・モニタリング結果との比較     パシフィックコンサルタンツ㈱ 谷 直彦 

 

 

16：10－16：30（20 分） 実橋を対象にしたモニタリング技術の検証  京都大学  金 哲佑 

 

 

16：30－16：50（20 分） BIM・CIM とモニタリングの融合 JIP テクノサイエンス㈱ 山根 健嗣 

 

 

16：50－17：00（10 分） 閉会の挨拶 川谷 充郎（神戸大学 名誉教授） 

 

 

※ プログラムは一部変更する場合があります。 



 

2023 年度 関西土木工学交流発表会（土木学会関西支部主担当行事） 
 

共催 公益社団法人土木学会関西支部(主担当) 

国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局 

一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支部 

 

 これまで開催してまいりました土木学会関西支部の年次学術講演会は、本年より「関西土木工学交流発表会」と名称を変え、

従来から土木工学に関する研究発表会を実施している関西の団体（国土交通省近畿地方整備局および一般社団法人建設

コンサルタンツ協会近畿支部）と連携し、さらに、建設技術展近畿とも協力して開催いたします。 

 この改革の試みは、年次学術講演会の参加者数や講演題数の減少傾向が続いていた問題に対し、2021 年度に発足した関

西土木工学交流発表会検討委員会から提言があった『土木工学・土木技術・土木関連活動に関する発表と討議を通じて、参

加者の土木に関する総合的な能力を養うとともに、産官学民の交流、世代間の交流を促進し、関西地域社会の発展に貢献す

る』ことを目的としたものです。 

 つきましては、今般の改革の趣旨をご理解賜るとともに、土木工学を通じた関西地域社会の発展、産官学民の交流､若手育

成のために、関係各位におかれましては、新たな「関西土木工学交流発表会」に奮ってご参加いただきますようお願い申し上げま

す。 

 日 時  2023 年 11 月 2 日（木） 

 ポスター発 表 10:00～12:15 

 口 頭 発 表 13:30～17:00 

 会 場   ポスター発 表 インテックス大阪 6 号館 C ゾーン[建設技術展近畿 会場]（大阪市住之江区南港北 1-5-102） 

 口 頭 発 表 大阪アカデミア（大阪市住之江区南港北 1-3-5） 

 ※ 「コスモスクエア駅↔インテックス大阪」「コスモスクエア駅↔大阪アカデミア」の無料シャトルバスの運行が 

 予定されています。 

 発 表  

発表方法／部門 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 合計 

ポ ス タ ー 発 表 10 題 12 題  4 題 10 題  5 題  5 題  2 題  48 題 

口 頭 発 表 30 題 34 題 16 題 18 題 15 題 12 題 11 題 136 題 

※ 関西土木工学交流発表会（建設コンサルタンツ協会近畿支部主担当行事）として開催される同協会近畿支部研究発

表会のポスター発表 39 題も同じ会場で同時に展示されます。（上記ポスター発表 48 題に含まず） 

※ 上記口頭発表 136 題には、近畿地方整備局研究発表会で表彰された発表 17 題を含みます。 

 参加(聴講)申込  

土木学会会員・非会員にかかわらず、どなたでもご参加いただけます。（参加費無料） 

土木学会関西支部ウェブサイト（https://www.jsce-kansai.net/）からの申込が必要です。 

（10 月中旬に、参加(聴講)申込受付開始予定） 

関西土木工学交流発表会に関する最新情報は、土木学会関西支部ウェブサイトで随時ご案内いたします。 

 

 同日同会場で、インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム（一般社団法人国土政策研究会関西支部）による 

『実証実験報告会』『パネルディスカッション』が開催されます。併せてご参加ください。 

 





● ぶら・土木 ●
「つながる、伝える、育てる、育つ」をキーワードに、若手土木技術者の交流と技術力の向上を目的として活動する土木学会関西支部の分会（ブランチ）です。
① 関 西 で の 若 手 土 木 技 術 者 の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る こ と 、 ② 土 木 技 術 の 現 状 を 学 ぶ こ と 、 ③ 若 手 技 術 者 の 能 力 向 上 に 必 要 な こ と を 学 ぶ こ と 、
④ 土 木 工 学 を 学 ぶ 学 生 へ の 必 要 な 支 援 体 制 を 作 る こ と を 4 つ の 柱 と し て 、 ぶ ら ～ っ と 土 木 の 新 発 見 を 重 ね て い こ う と 企 画 中 で す 。

どぼくの新発見！ぶら・土木 39th

定 員 ：10組20名（応募多数の場合は抽選）

応 募 資 格

：４才以上の未就学児1名と保護者1名の2人1組
※バックヤードが狭いため補助具なしで自ら歩行ができる方のみ参加可能となります。

（ベビーカーでの参加はできません）

参 加 費

：無料
・集合解散場所までの交通費などは参加者様のご負担となります

・当選者以外のお連れ様（3才以下、小学生以上のご兄弟など）の

入場料は各自でお支払いください

集 合 場 所
：京都水族館
※ 詳細は当選通知メールでお知らせします。

申 込 方 法

：土木学会関西支部の下記URLからお申込みください。
https://www.jsce-kansai.net/?p=5497
(右上QRコードからもアクセス可)

申 込 締 切 ：2023年10月20日（金）正午

問 合 せ 先 ：公益社団法人土木学会関西支部 TEL：06-6271-6686





 

 

 この賞は、土木技術の発展に貢献する優れた業績を表彰することにより、その成果をたたえるとともに支

部会員の意識の高揚を図るため 1982 年に設けられました。 

 応募資格を有する方であれば、個人、団体いずれでもご応募いただけます。 

 近年の実績では、大規模で最先端の土木構造物の設計・施工だけではなく、維持管理事業やソフト的な取

り組みなども受賞しています。業績の国と地域は問いませんが、関西支部内での土木技術の発展に貢献する

幅広い取り組みも広く募集します。また、今年度より Web での申し込みとなり、応募しやすくなりました。

多数のご応募を心よりお待ちしています。 
 

―――――― 過去の受賞業績の一例 ―――――― 
【技術賞】 

○営業線斜交差直上での長大合成桁架設プロジェクト 

－北陸新幹線舞崎線路橋－（2021） 

本業績は、鉄道営業線直上かつ高圧電線直上という難易度の高い長大合成桁の

架設において、狭隘な施工ヤードの中、様々な工夫により架設計画を改善し、CG

を用いた架設ステップ動画による事前確認やICT技術を活用して安全で高精度な

現場管理により難工事を完了させたものである。また、近隣住民とコミュニケー

ションを図り、沿道パトロール等で地域貢献したこと、地域への環境負荷を軽減

する様々な取り組みを行ったことを評価。 

 

○大阪モノレールの地震時における被災度推定システムの開発（2022） 

本業績は、大阪モノレールにおいて、地震発生直後に橋脚 1本毎の被災度を推

定する独自システムを開発したものである。初動判断を支援する速報と、列車の

移動判断と点検の重点化を支援する詳報の 2つで構成したシステムにより、でき

るだけ早く乗客員を安全・安心に避難させ、早期運行再開の実現を図るもので、

地域における安定的な運輸サービスを提供する使命感と貢献度、他の鉄道企業へ

のシステム展開が期待できる汎用性を評価。 

 

【技術賞部門賞】 

○交差点改良を通した地下駅におけるバリアフリー化の実現（2021） 

 [喜ばれる技術]  

本業績は、道路下の狭小な空間に建設されバリアフリー化が困難であった西元

町駅において、地上部の交差点改良を併せて実施することで用地を生み出し、エ

レベーターの設置を実現した事業である。ほかの狭小な鉄道駅にも利用できる技

術や、長年課題となっていたバリアフリー化、交差点の安全性向上、など、地域

住民だけでなく道路管理者、交通管理者に広く「喜ばれる技術」であることを評

価。 

 

○大阪府・大阪市連携による「大阪パークビジョン」策定（2022） 
 [喜ばれる技術]  

本業績は、大阪府と大阪市の広域的な公園緑地を一体的に捉え、府域の公園緑

地の魅力向上を図ることを目的に、今後の府市連携による相乗効果を高める取組

方針を、一つの計画として取りまとめたものである。また、公園緑地が有する多

様な機能を最大限に活かしながら、府域全体を見すえた公園緑地の魅力を高めて

いく方策を整理したことは、府民サービスや都市魅力の向上にも繋がると評価。 

 

 なお、受賞した業績については、土木学会員及び一般の方々に広く理解していただくため、支部ウェブサ

イトや刊行物等で授賞業績を広報させていただきます。多数のご応募を心よりお待ちしています。 

2023 年度 

土木学会関西支部技術賞候補を募集します！ 



 

募 集 要 項 

応募対象 

計画・調査・設計・施工・維持管理等に関し、特色のある業績と評価できるもの

で、土木学会関西支部会員が直接関与したものとする。業績の国と地域は問わな

い。土木学会関西支部内での土木技術の発展に貢献する幅広い取り組みも広く募

集する。 

応募範囲 

(1) 事業もしくは研究・技術開発に関する業績は、申し込み時点で完了している

もの及び 2023 年度中に概ね完了予定であるもの。 

(2) 維持管理に関わるものは事業の完了の時期を問わない。 

(3) 計画・調査・設計に関わるものは事業の有無、完了・未完了を問わない。 

ただし、以上の業績は論文・刊行物・報告書等（例えば土木学会関西支部年

次学術講演会講演概要集、パンフレット、ウェブページ等が該当）に公表さ

れ、その業績が評価できるものとします。 

応募資格 

[個人応募者] すべて土木学会員であって、その実績時もしくは応募時において、

土木学会関西支部に所属すること。 

[団体応募者] すべて土木学会関西支部賛助会員であること。業績への関与の度

合いを考慮し、関係団体はできるだけ揃って応募してください。 

※技術賞の応募は、土木学会の他の表彰や、他団体の表彰への応募を規制するも

のではありません。 

応募方法 土木学会関西支部ウェブサイトよりご応募ください。 

応募期限 2023 年 10 月 5日（木）15時まで 

選考方法 

[予選] 業績内容に基づき書類での選考を行います。 

[本選] 予選通過者は、2023 年 12 月 18 日（月）にその内容について、発表を行

っていただきます。選考は土木学会関西支部内に設置された技術賞選考委

員会が行います。受賞者は 2024 年 3月末までに発表する予定です。 

選考基準 

技術賞は次の 4つの項目の視点から総合的に評価します。また、下記のいずれか

の項目で見たとき、特に秀でたものに技術賞部門賞を授与することがあります。 

(1)新しい技術   ：視点（①独創性、②独自性、③先駆性） 

(2)使える技術   ：視点（①汎用性、②発展性、③応用性） 

(3)成し遂げた技術 ：視点（①努力度、②困難の克服度、③使命感の程度） 

(4)喜ばれる技術  ：視点（①地域への貢献度、②地域への密着度） 

表  彰 
土木学会関西支部総会（2024 年 5 月(予定)）にて表彰し、賞状のほか楯または

銘板を贈呈します。 

そ の 他 

技術賞や技術賞部門賞を受賞する業績は非常に優れたものであり、今後の土木

技術の発展にも大いに寄与するものと考えます。そこで、土木学会員および一

般の方々にも広く理解していただくため、申込書や説明会での発表資料を土木

学会関西支部ウェブサイトや発表会で利用することにご協力をお願いします。 

応募先・問い合わせ先：(公社)土木学会関西支部「技術賞」係 

〒541-0055 大阪市中央区船場中央 2-1-4-409 

電  話 ０６－６２７１－６６８６ 

ＵＲＬ https://www.jsce-kansai.net/ 

 関西支部技術賞  検 索  
 

 



 

 

 

 

 

 

土 木 学 会 関 西 支 部  

地域 
活動賞 

 
候 補 募 集 

応募期限 2023 年 10 月 31 日(火)17:00 

候補となる地域活動の例 
候補となる地域活動には、たとえば以下のようなものがあります。 

地域課題の解決 
○ 土木技術、土木構造物を通じた地域活動。 

○ 防災・減災に関する地域活動。 

○ 自然保護や環境保全の取り組みに関する地域活動。 

○ 土木施設などの景観の保全・改善に関する地域活動。 

地域の活性化 
○ 関西にゆかりのある土木史、土木遺産に関する地域活動。 

○ 土木工事を通じた地域活動（建設事務所等による地域

行事への参加や地域経済への貢献、建設現場の特色ある

見学会の開催など）。 

○ 土木施設を活用した地域活動（土木施設を活用した 

特色ある見学会の開催、土木技術・土木施設の重要性の

周知活動など）。 

人材育成 
○ 土木を通じた人材育成に関する地域活動。 

問合せ先・詳細 
(公社)土木学会関西支部 「地域活動賞」係 

〒541-0055 

大阪市中央区船場中央 2-1-4-409 

電話:06-6271-6686 

詳細:https://www.jsce-kansai.net/?p=4957 

▶この賞は、土木学会関西支部の活動圏内(大阪府、

兵庫県、京都府、奈良県、滋賀県、和歌山県、福井

県)において、土木学会員をはじめ一般市民や学校・自

治体・企業等の団体が、土木を通じて地域や関西支部

の活動圏に貢献している活動等（以下、地域活動）

を顕彰することで、土木に対する意識の高揚を図ることを

目的として、2020 年度から新たに設けられたものです。 
 

▶応募資格は特にありません。自薦他薦も問いません。 

＊土木学会関西支部に所属する土木学会員、 

土木学会関西支部賛助会員は、候補となる活動等を

推薦することができます。 

 

昨年度受賞活動 



 

募 集 要 項 

募 集 対 象 

土木学会関西支部の活動圏内(大阪府、兵庫県、京都府、奈良県、滋賀県、和

歌山県、福井県)において、地域や活動圏の発展に貢献していると認められる

土木に関わる活動等。 

応 募 範 囲 

(1)申し込み時点で活動を継続しているもの。 

(2)土木学会員をはじめ一般市民や学生、学校・自治体・企業等が団体として 

活動しているもの。 

応 募 資 格 

・ 推 薦 

［応募資格］特になし。 

［推薦］自薦他薦は問いません。 

※推薦資格者：･土木学会関西支部に所属する土木学会員 

･土木学会関西支部賛助会員 

※活動賞の応募は、土木学会の他の表彰や、他団体の表彰に応募することを

制限するものではありません。 

応 募 方 法 

土木学会関西支部ホームページ内の応募フォームより、活動の名称や団体名、

連絡先等を入力の上、支部所定の応募用紙（土木学会関西支部ホームページ

よりダウンロードできます。）をアップロードし、送信してください。 

応 募 期 限 

２０２３年１０月３１日（火）１７時まで 

（応募用紙のデータを送信後、応募受付完了のメールが届かない場合は、 

 下記の問い合わせ先に電話で確認してください。） 

選 考 方 法 

活動内容を示す応募書類に基づき選考を行います。 

選考は土木学会関西支部内に設置された地域活動賞選考委員会が行います。 

選考の過程で、必要に応じて応募者にヒアリングを行う場合があります。 

受賞者は２０２４年３月末までに発表する予定です。 

選 考 基 準 
地域や関西支部活動圏の発展に貢献している土木に関わる活動等と認められ

るか評価します。 

表   彰 
土木学会関西支部総会（２０２４年５月(予定)）にて表彰し、賞状を贈呈しま

す。 

そ  の  他 

地域活動賞を受賞する活動は、地域や土木学会関西支部の活動圏の発展に貢

献していると認められたものです。土木学会員および一般の方々にも広く理

解していただくため、応募書類や説明会での発表資料を土木学会関西支部の

ホームページや発表会で利用することにご協力をお願いします。 

【提出先・応募・推薦に関する問い合わせ先】 

(公社)土木学会関西支部「地域活動賞」係 

〒５４１－００５５ 大阪市中央区船場中央２-１-４-４０９ 

電  話 ０６－６２７１－６６８６ ＦＡＸ ０６－６２７１－６４８５ 

ＵＲＬ https://www.jsce-kansai.net/ 

 関西支部地域活動賞  検 

 


